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＊＊＊ 入賞おめでとう！ ＊＊＊ 
     第１８回 気仙沼市立小・中学校児童生徒書きぞめ展 

硬筆の部 毛筆の部 

学年 氏名 賞 学年 氏名 賞 

1年 
小山 統吏 さん 市長賞・県展へ 

３年 

鈴木 梓紗 さん 秀作・県展へ 

神山 陽 さん 特選・県展へ 畠山 結奈 さん 秀作 

２年 

尾形 颯香 さん 特選・県展へ 小野寺莉寧 さん 秀作 

三田あす美 さん 特選・県展へ 村上 花  さん 秀作 

 三浦 歌恋 さん 奨励賞 

３年 

小山 陽莉 さん 特選・県展へ 

４年 

佐藤 乃南 さん 特選・県展へ 

飯沼 羽南 さん 秀作 千葉 陸真 さん 秀作 

前田 莉結 さん 秀作 千葉 花奏 さん 秀作 

萩野谷寿奈 さん 秀作 菅野 陽翔 さん 秀作 

 石川 詢大 さん 奨励賞 

４年 

神山 瑛 さん 秀作 

５年 

佐藤うめ香 さん 秀作 

内海 愛子 さん 市長賞・県展へ 下屋敷心海 さん 秀作 

藤野 ひまりさん 秀作・県展へ 三浦 多笑 さん 特選・県展へ 

今野 花 さん 秀作 尾形 佳凛 さん 秀作 

５年 

小山 愛莉 さん  秀作 佐藤 汐音 さん 奨励賞 

吉田 陽香 さん 秀作 尾形 心 さん 奨励賞 

吉田 心芽 さん 特選・県展へ 尾形 夢 さん 奨励賞 

吉田 愛來 さん 特選・県展へ 

６年  

三浦 愛結 さん 特選 

佐藤 心春 さん 奨励賞 平木 彩葉 さん 秀作 

６年 
熊谷 蒼太 さん 特選 前川 朱萌 さん 秀作 

畠山 咲那 さん 秀作 小松 優空 さん 奨励賞 

 

     第６０回 全国児童才能開発コンテスト 
【作文の部】 ４年 伊藤 百香さん  佳作 

       ６年 佐藤 心優人さん 佳作 

 

６年生の有志約２０名が，「九条小学校 能登へやさしさを送ろう プロジェクト」を

 

気仙沼市立九条小学校 

確かな学力をそなえ 豊かな心をはぐくみ 心身共にたくましく成長する児童の育成 

授業参観に合わせて２月１日から８日まで 

校内書きぞめ展（賞はありません）を行い

ます。どうぞ御覧ください。 



６年生の有志・約２０名が，  

「九条小学校 能登へやさしさを送ろう プロジェクト」を立ち上げ， 

１/２４（水）～２/７（水）：校内は１/２９（月）～ 募金活動を行います。 

条南商店街の皆様にも募金箱の設置に御協力をいただいています。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉防災委員会の担当教諭が，「能登半島の皆さんに何かできない？」と６年生に投げ掛けたと

ころ，被災地の皆さんの気持ちになって色々な考えが出されました。１２月のユニセフ募金の経験

もあったことから，話合いの結果，今回も募金をすることに決めました。 

 その中で，「たくさん集めることが能登の手助けになるので，地域の皆さんにも声を掛けたい」

という声が上がりました。 

 そこで，条南商店街の三浦会長さんにお話したところ，「是非協力したい」というお返事をいただ

き，さっそく，昨日から商店街の中から約２５件に募金箱の設置をお願いしてみることにしました。 

同時に，下のようなちらしを作ったり，募金箱を作るために全校に２Lのペットボトル集めへの

協力を呼び掛けたりしました。活動に取り組む６年生は多くなったり少なくなったりしています

が，自ら取り組もうとする気持ちを大切にしていきたいと思います。 

御家庭の皆様にはたびたび御協力いただき，大変ありがとうございます。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１/２３（水） 6年生の三浦 愛結さん，

平木 彩葉さん，小野寺日彩さんが， 

ジェイズミウラ様に，募金箱を置かせ 

てもらいに行きました。 

 

募金ボトルを置いていただくお店は，〈気仙沼条南商店

街の「噂の」マップ〉を活用して，通学路から選びました。 

          

小野寺絃月さん     

石川県の人達が 1日でも早く安全 

な生活をしてほしいと思います。                    

山本 果凛さん              

能登半島のみなさんが，また楽しく 

過ごせるようにがんばっています。                  

及川 漣勇さん     

お母さんから「東日本大震災のとき

はとても大変だった」と聞いたの

で，被害を受けた人が少しでも楽に

なるようにこのプロジェクトに参加

しました。                   

                     

                      

                     

               

                     

                     

 

6年生にインタビュー・・・ 


